
住宅地や商業施設など、日常生活に必要な機能を集約させ、町づくり
につながる場所の整備を目指します。

美里MSミムリン

ミムリンの
一口メモ

　
令
和
４
年
第
３
回
美
里
町
議
会
定
例
会
が
、
９
月
１
日
か
ら
22
日
ま
で
の
22
日
間
の
日
程

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
議
会
で
は
、
令
和
３
年
度
の
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
等
の
７

会
計
の
決
算
を
慎
重
に
審
議
し
、
す
べ
て
認
定
し
ま
し
た
。

　
そ
の
他
、
令
和
４
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
等
の
補
正
予
算
、
条
例
の
一
部
改
正
等

が
可
決
し
ま
し
た
。　

　
ま
た
、
議
員
５
名
に
よ
る
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「まちづくり拠点地区」整備で、
町の課題解決を

ワクチン接種

100歳体操

消防特別点検

赤ちゃん広場

地方債現在高（町債） 基金現在高
３年度末 45億   203万円 23億4,151万３千円
２年度末 46億6,749万８千円 17億9,458万６千円

一般会計の借金と貯金
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令和６年度には団塊の世代が後期高齢者医療に移行します。
国民健康保険は、国民皆保険の最後の砦です。持続可能な社会保障
制度のため、税率の見直しを進めています。

美里MSミムリン

ミムリンの
一口メモ

水道事業会計 収　入 支　出
収益的収支 ３億1,362万８千円 ２億5,206万円
資本的収支 3,684万１千円 １億3,656万円

合計 ３億5,046万９千円 ３億8,862万円

歳出総額　85億1,613万８千円
令和３年度　会計別決算

歳　入歳　入

歳入合計
93億955万２千円

一般会計
66.5％
一般会計
66.5％

一般会計
61億9,184万５千円
一般会計
61億9,184万５千円

国民健康保険
13億9,423万９千円
国民健康保険
13億9,423万９千円

介護保険
11億3,315万１千円
介護保険
11億3,315万１千円

農業集落排水処理事業
２億9,603万８千円
農業集落排水処理事業
２億9,603万８千円

下水道事業
１億7,573万９千円

下水道事業
１億7,573万９千円

後期高齢者医療
１億1,854万円
後期高齢者医療
１億1,854万円

特別会計
33.5％
特別会計
33.5％

歳　出歳　出

歳出合計
85億1,613万８千円

一般会計
64.9％
一般会計
64.9％

一般会計
55億3,022万２千円
一般会計
55億3,022万２千円

国民健康保険
13億5,182万３千円
国民健康保険
13億5,182万３千円

介護保険
10億9,116万６千円
介護保険
10億9,116万６千円

農業集落排水処理事業
２億6,877万６千円
農業集落排水処理事業
２億6,877万６千円

下水道事業
１億5,619万１千円

下水道事業
１億5,619万１千円

後期高齢者医療
１億1,796万円
後期高齢者医療
１億1,796万円

特別会計
35.1％
特別会計
35.1％
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美里MSミムリン

ミムリンの
一口メモ

美里町は、公益財団法人どうぶつ基金が手術費を全額負担する
「さくらねこ無料不妊手術事業」に参加しています。

図り魅力あるまちづくりの推進
決算特別委員会では、各議員から執行状況等に関する200以上の
質疑がありました。ここでは、主な質疑を掲載します。

総
合
政
策
課

問
道
の
駅
の
方
向
転
換
に
つ
い
て
。

答
埼
玉
版
ス
ー
パ
ー
・
シ
テ
ィ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
エ
ン
ト

リ
ー
し
、
役
場
と
松
久
駅
周
辺
地

域
を
拠
点
地
区
と
し
て
活
性
化
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
拠
点
地
区
に
進
出
す
る
商
業

施
設
と
道
の
駅
の
機
能
が
か
ぶ
っ

て
し
ま
う
こ
と
も
想
定
さ
れ
ま
す

の
で
、
改
め
て
必
要
性
を
判
断
し

ま
す
。

問
投
資
的
経
費
比
率
の
低
下
に

つ
い
て
。

答
今
後
庁
舎
改
修
な
ど
が
あ
る

た
め
、
補
助
事
業
等
を
積
極

的
に
取
り
入
れ
な
が
ら
、
投
資
的

経
費
比
率
を
考
慮
し
施
設
整
備
を

進
め
ま
す
。

問
財
政
調
整
基
金
は
毎
年
同
額

で
あ
る
が
、
災
害
等
を
考
え

る
と
積
み
増
し
す
べ
き
で
は
。

答
過
去
の
災
害
を
加
味
し
、
現

状
の
金
額
を
維
持
し
て
い
ま

す
。
災
害
時
に
は
、
公
共
施
設
等

整
備
基
金
の
活
用
も
考
え
て
い
ま

す
。

問
児
玉
郡
市
広
域
市
町
村
圏
組
合

負
担
金
の
考
え
方
に
つ
い
て
。

答
施
設
を
適
正
に
管
理
し
、
負

担
額
の
平
準
化
に
努
め
る
よ

う
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中

で
、
平
準
化
の
た
め
基
金
の
取
り

崩
し
を
し
て
お
り
、
現
在
そ
の
基

金
も
枯
渇
し
、
緊
急
修
繕
等
の
対

応
が
難
し
い
と
聞
い
て
い
ま
す
。

補
助
金
や
起
債
を
活
用
す
る
よ
う

求
め
て
い
ま
す
。

総
務
課

問
犬
・
猫
の
登
録
制
度
に
つ
い
て
。

答
登
録
は
、
狂
犬
病
予
防
法
に

基
づ
く
犬
の
み
の
登
録
で
す
。

ま
た
町
内
に
猫
が
非
常
に
増
え
て

衛
生
環
境
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
ま
す
。
衛
生
環
境
の
適
正
な
維

持
を
図
る
た
め
令
和
４
年
10
月
を

目
途
に
新
た
な
制
度
を
始
め
ま
す
。

問
防
犯
カ
メ
ラ
等
の
設
置
状
況
は
。

答
松
久
駅
へ
の
防
犯
カ
メ
ラ
は

防
犯
の
補
助
金
で
設
置
。
町

内
の
設
置
状
況
は
、
不
法
投
棄
対

策
の
簡
易
式
カ
メ
ラ
は
移
動
も
可

能
で
、
不
法
投
棄
の
案
件
に
よ
り

移
動
し
な
が
ら
の
対
応
で
現
在
５

台
の
運
用
で
す
。
交
通
監
視
カ
メ

ラ
は
、
北
十
条
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
、

東
児
玉
小
学
校
北
西
の
交
差
点
、

ア
バ
ン
セ
交
差
点
、
旧
埼
玉
ひ
び

き
の
大
沢
支
店
交
差
点
の
４
ヶ
所

に
設
置
し
て
い
ま
す
。

問
埼
玉
県
地
域
防
災
力
強
化
事

業
に
つ
い
て
。

答
自
主
防
災
組
織
の
資
機
材
整

備
補
助
金
を
町
が
行
政
区
に

支
出
し
た
場
合
、
そ
の
２
分
の
１

を
県
が
補
助
す
る
も
の
で
、
令
和

３
年
度
は
発
電
機
１
台
の
申
請
に

補
助
を
し
ま
し
た
。
令
和
４
年
９

月
末
現
在
で
発
電
機
は
23
行
政
区

中
14
行
政
区
が
所
有
で
す
。

　マイナンバーカード普及は最大２万円のポイント
をつけても明らかな伸び悩みが見られ国主導のマイ
ナンバーカードの失敗は明らかです。
　豪華な芸能人を使ったCM、お金をちらつかせて
も伸び悩むこの事業に対し、美里町住民は、眉

まゆ
唾
つば

物
もの

を見る感覚なのではないでしょうか。この事業は政
府が住民の個人情報をお金で買取りしている事業に
ほかなりません。

　令和３年度住宅資金貸付事業の６名の返納者は生
活保護世帯でもなく返済終了日をとっくに過ぎてい
るのに誠意ある返済が見られず残念です。ここには、
美里町が言う公平さが感じられません。
　令和３年度美里町一般会計歳入歳出決算認定に反
対します。

反対
討論

出典：
公益財団法人どうぶつ基金
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マイナンバーカードを新規取得すると美里町商工会商品券（５千円）
と最大２万円分のマイナポイントがもらえます。申請お願いします。

美里MSミムリン

ミムリンの
一口メモ

計画的な土地利用への転換を

税
務
課

問
徴
収
率
が
県
で
４
位
、
１
位

を
目
指
す
取
組
は
。

答
滞
納
者
と
面
談
を
行
い
、
な

ぜ
納
税
が
困
難
で
あ
る
か
等

の
弁
明
の
機
会
を
設
け
、
分
納
誓

約
を
締
結
し
納
税
に
つ
な
げ
ま
す
。

問
徴
収
嘱
託
員
は
他
の
収
入
未

済
対
応
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

答
会
計
年
度
任
用
職
員
は
町
税

等
に
つ
い
て
地
方
税
法
に
基

づ
き
徴
収
を
行
っ
て
い
ま
す
。
町

の
債
権
に
つ
い
て
は
、
所
管
課
で

収
入
未
済
に
対
し
て
取
組
を
行
っ

て
い
ま
す
。住

民
保
険
課

問
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
負
担

助
成
金
１
７
７
万
３
７
９
７

円
は
、
ど
の
よ
う
な
事
業
で
何
名

利
用
し
た
か
。

答
在
宅
で
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
て
い
る
人
の
う
ち
、
低

所
得
者
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
の
一

部
を
助
成
す
る
も
の
で
す
。
令
和

３
年
度
は
55
名
の
登
録
で
、
延
べ

４
２
０
件
の
支
給
で
し
た
。

問
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付

件
数
は
。

答
令
和
４
年
８
月
末
日
で
４
４

０
８
件
、
交
付
率
40
・
１
％

で
す
。

問
国
民
健
康
保
険
加
入
者
が
亡

く
な
っ
た
と
き
の
葬
祭
費
は
、

申
請
が
な
い
と
支
給
さ
れ
な
い
の

か
。答

申
請
に
よ
り
支
給
し
ま
す
。

申
請
さ
れ
て
い
な
い
方
に
は

で
き
る
範
囲
で
連
絡
し
ま
す
が
、

基
本
的
に
は
死
亡
届
の
届
出
人
に

連
絡
し
て
い
ま
す
。

問
介
護
保
険
特
別
会
計
へ
の
繰

出
金
に
つ
い
て
。

答
一
般
会
計
か
ら
の
繰
出
金
は
、

介
護
給
付
費
や
地
域
支
援
事

業
の
町
負
担
分
、
給
与
費
や
一
般

管
理
事
業
費
な
ど
法
定
内
の
繰
入

れ
と
な
っ
て
お
り
、
財
源
不
足
に

よ
る
繰
入
れ
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

福
祉
課

問
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
の

現
物
給
付
化
に
つ
い
て
。

答
医
師
会
等
の
理
解
協
力
が
必

要
で
あ
り
、
実
施
に
つ
い
て

は
郡
市
で
統
一
す
る
よ
う
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
現
物
給
付
化
で
き
る

よ
う
検
討
し
た
い
。

問
公
共
交
通
タ
ク
シ
ー
の
利
用

に
つ
い
て
、
ま
た
使
い
勝
手

が
悪
い
と
返
却
も
あ
る
よ
う
だ
が
。

答
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
７
割
の
方

が
こ
の
ま
ま
で
良
い
と
回
答

し
て
い
ま
す
。
今
後
、
高
齢
者
、

障
害
者
、
生
活
困
窮
者
の
視
点
を

含
め
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問
生
活
の
困
り
ご
と
「
ま
る
っ

と
相
談
」
は
ど
の
よ
う
な
内

容
で
あ
っ
た
か
。

答
相
談
件
数
は
17
件
、
対
面
相

談
７
件
、
電
話
相
談
が
10
件

で
、
内
容
は
、
家
庭
の
悩
み
、
生

活
困
窮
に
関
す
る
こ
と
、
ご
近
所

ト
ラ
ブ
ル
や
引
き
こ
も
り
な
ど
の

相
談
が
主
で
す
。
対
面
相
談
は
保

健
セ
ン
タ
ー
で
月
１
回
実
施
し
て

い
ま
す
。

　令和３年度の美里町一般会計歳入歳出決算は、歳
入総額61億9,184万５千円で、対前年度比11.4％
の減、歳出総額は55億3,022万２千円で、対前年
度比15.0％の減少となりました。
　予算額に対する執行率は91.61％でしたが、これ
は、繰越予算の１億6,058万３千円を含んだもので
あり、この繰越予算を除いた実質の予算執行率は
94.12％となります。
　主要施策の報告では各課局センターではコロナ禍
の中で確実に手堅い行政運営に努めていただきまし
た。ロシアのウクライナ侵攻により世界情勢は混沌

とし食糧やエネルギー、工業製品等の値上げとイン
フレも進んでいますが、日本の所得は上がらず、よ
り一層行き先は不透明な状況となっています。
　第５次美里町総合振興計画に基づき「まちづくり
拠点地区」を埼玉版スーパー・シティプロジェクト
にエントリーし住宅や商業施設など日常生活に必要
な機能を集約させて町の課題解決につながる場所の
整備を推進していくとのことなので、早急な美里町
のより一層の発展に期待をして、歳入歳出決算認定
に対しての賛成討論とします。

賛成
討論

令和３年度　一般会計決算認定
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建
設
課

問
湯
本
地
内
の
盛
土
後
の
危
険

と
さ
れ
る
水
溜
り
に
つ
い
て
。

答
許
可
権
者
で
あ
る
埼
玉
県
と

調
整
中
で
、
県
の
職
員
と
現

地
確
認
等
を
し
て
協
議
を
し
ま
し

た
。
今
後
の
方
向
性
等
に
つ
い
て
、

県
か
ら
の
回
答
を
待
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

教
育
委
員
会
事
務
局

問
英
検
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
成
果
は
。

答
中
学
３
年
生
ま
で
に
英
検
３

級
以
上
を
取
得
す
る
こ
と
を

ジビエとはフランス語で、狩猟にて食材として捕獲された狩猟対象の
野生の鳥獣、またはその肉を指します。

美里MSミムリン

ミムリンの
一口メモ

とした魅力ある学校教育の推進

保
健
セ
ン
タ
ー

問
不
妊
治
療
費
等
助
成
金
の
実

績
に
つ
い
て
。

答
子
ど
も
を
望
む
夫
婦
に
対
し

て
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図

る
た
め
、
治
療
費
、
検
査
費
を
助

成
す
る
も
の
で
、
令
和
３
年
度
は
、

治
療
を
受
け
た
方
５
名
、
う
ち
４

名
が
妊
娠
に
至
り
ま
し
た
。

問
在
宅
高
齢
者
の
見
守
り
支
援

に
つ
い
て
。

答
80
歳
以
上
の
高
齢
者
で
医

療
・
介
護
の
利
用
が
な
く
、

民
生
委
員
と
も
関
わ
り
の
な
い
方

を
調
査
し
、
訪
問
や
電
話
で
状
況

を
確
認
し
ま
し
た
。
訪
問
の
際
は

勘
違
い
や
誤
解
に
適
切
に
対
応
す

る
必
要
が
あ
る
た
め
に
必
ず
2
人

で
訪
問
し
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
な
ど

の
情
報
提
供
を
行
い
ま
し
た
。

農
林
商
工
課

問
起
業
支
援
事
業
の
実
績
に
つ

い
て
。

答
町
内
の
産
業
の
活
性
化
及
び

移
住
定
住
に
つ
な
げ
る
た
め
、

町
内
に
起
業
す
る
事
業
者
に
支
援

す
る
も
の
で
令
和
３
年
度
は
猪
俣

地
区
「
家
具
屋
Ａ
ｚ
ｕ
ｋ
ｉ
」
の

新
た
な
作
業
場
開
設
に
対
し
補
助

し
ま
し
た
。

問
有
害
鳥
獣
捕
獲
事
業
の
実
績

及
び
ジ
ビ
エ
に
つ
い
て
の
考

え
は
。

答
令
和
３
年
度
は
、
イ
ノ
シ
シ

30
頭
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
45
頭
、

ア
ナ
グ
マ
21
頭
、
ア
ラ
イ
グ
マ
79

頭
、
タ
ヌ
キ
24
頭
、
ハ
ク
ビ
シ
ン

11
頭
で
す
。
ジ
ビ
エ
は
、
安
定
供

給
の
た
め
の
捕
獲
頭
数
が
足
り
な

い
状
況
で
す
。

問
遊
休
農
地
対
策
の
取
組
は
。

答
令
和
５
年
に
農
地
法
関
係
の

改
正
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の

改
正
で
地
域
ご
と
に
計
画
を
立
て

て
い
た
だ
き
、
そ
の
計
画
に
基
づ

き
支
援
を
行
う
予
定
で
す
。

問
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
事

業
で
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
や
協
力
者
の
利
用
は
で
き
る

か
。答

制
度
上
、
地
域
で
と
い
う
の

が
基
本
的
な
考
え
方
で
、
他

の
人
材
を
加
え
る
こ
と
に
つ
い
て

は
補
助
要
件
を
確
認
し
ま
す
。

上
下
水
道
課

問
合
併
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業

の
取
組
に
つ
い
て
。

答
古
く
な
っ
た
単
独
浄
化
槽
や

汲
み
取
り
槽
を
合
併
浄
化
槽

に
転
換
し
て
水
環
境
を
良
く
し
た

い
と
の
相
談
が
あ
り
ま
す
の
で
、

補
助
事
業
を
紹
介
し
つ
つ
転
換
の

推
進
を
図
り
た
い
。

シカ肉のロースト

盛土後の危険とされる水溜り
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農業集落排水処理事業及び下水道事業では、十条処理区と沼上処理区
を公共下水道へ接続するため、管渠（下水道管路）接続工事が継続さ
れています。

美里MSミムリン

ミムリンの
一口メモ

「生きる力」を育む教育を基本

目
標
に
行
っ
て
い
ま
す
。
中
学
３

年
生
の
３
級
取
得
者
の
割
合
は
平

成
30
年
度
19
・
２
％
、
令
和
元
年

度
32
・
２
％
、
２
年
度
29
・
６
％
、

３
年
度
38
・
０
％
で
す
。
少
し
ず

つ
で
は
あ
り
ま
す
が
取
得
率
は
上

が
っ
て
い
ま
す
。

問
さ
わ
や
か
相
談
（
教
育
相
談

・
心
の
相
談
）
内
容
は
。

答
令
和
３
年
度
相
談
１
１
４
件

の
う
ち
中
学
生
か
ら
１
０
５

件
、
電
話
が
９
件
あ
り
、
友
人
関

係
や
学
業
、
家
庭
環
境
が
主
な
も

の
で
す
。

問
中
学
生
社
会
体
験
チ
ャ
レ
ン

ジ
事
業
や
芸
術
鑑
賞
会
「
体

感
す
る
教
育
」
の
実
施
に
つ
い
て
。

答
令
和
２
年
、
３
年
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

防
止
の
観
点
か
ら
中
止
し
ま
し
た

が
、
今
年
度
は
実
施
の
予
定
で
す
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

問
滞
納
処
分
の
年
金
の
差
押
え

に
つ
い
て
。

答
年
金
以
外
の
収
入
の
あ
る
方

で
、
振
り
込
ま
れ
る
前
の
年

金
の
一
部
を
差
押
え
ま
し
た
。
一

部
で
す
の
で
生
活
に
必
要
な
金
額

は
振
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

農
業
集
落
排
水
処
理
事
業

特
別
会
計

問
道
路
上
の
マ
ン
ホ
ー
ル
の
高

さ
調
整
の
必
要
箇
所
は
。

答
工
事
施
工
後
５
年
以
内
で
補

助
金
が
つ
く
箇
所
は
本
復
旧

工
事
を
実
施
し
ま
し
た
が
、
い
ま

だ
に
仮
復
旧
の
箇
所
が
多
数
残
っ

て
い
ま
す
。
現
在
、
建
設
課
に
お

い
て
町
道
の
路
面
性
状
調
査
を
実

施
し
て
お
り
、
今
後
、
交
付
税
措

置
を
活
用
し
な
が
ら
対
応
し
た
い
。

答
昨
年
度
は
、
大
き
な
漏
水
修

繕
が
要
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

今
年
度
実
施
す
る
漏
水
調
査
に

よ
っ
て
漏
水
へ
の
対
策
を
行
い
、

近
隣
市
町
の
年
間
有
収
率
と
同
様

90
％
程
度
を
目
指
し
た
い
。

問
第
２
浄
水
場
の
洪
水
浸
水
対

策
が
実
績
と
し
て
報
告
さ
れ

て
い
な
い
が
、
進
捗
に
つ
い
て
は
。

答
令
和
３
年
度
に
対
策
の
検
討

と
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
の
修
正
を

実
施
し
ま
し
た
が
、
検
討
が
長
引

い
て
し
ま
い
令
和
４
年
度
に
繰
り

越
し
て
継
続
で
検
討
し
て
い
ま
す
。

結
果
に
つ
い
て
は
、
近
日
中
に
報

告
し
ま
す
。

問
消
費
税
の
還
付
金
９
６
４
万
１

６
０
０
円
の
内
容
に
つ
い
て
。

答
平
成
27
年
か
ら
30
年
ま
で
の

４
年
間
分
の
還
付
で
す
。
消

費
税
申
告
支
援
業
務
の
委
託
業
者

か
ら
過
去
の
申
告
分
に
つ
い
て
還

付
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
と
指
摘

を
受
け
、
税
務
署
へ
修
正
申
告
し

た
と
こ
ろ
、
還
付
に
な
り
ま
し
た
。

水
道
事
業
会
計

問
年
間
有
収
率
が
84
・
０
％
、

昨
年
度
よ
り
３・
２
％
改
善

し
た
。
要
因
及
び
今
後
の
目
標
値

は
。

令和３年度　特別会計・水道事業会計決算認定

英検チャレンジ

危険性のあるマンホール

第２浄水場
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